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財
団
法
人
日
本
宗
教
連
盟
理
事
長
名
を
も
っ

て
去
る
七
月
左
記
の
要
望
書
を
大
蔵
大
臣
宛
に

提
出
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
◇

　
法
人
税
法
施
行
令
第
五
条
第
五
号
改
正
に
関

す
る
要
望
書

　
施
行
令
第
五
条
第
五
号
に
列
挙
さ
れ
た
除
外

例
（
イ
ロ
ハ
ニ
ホ
各
項
）
以
外
の
不
動
産
貸
付

業
は
、
す
べ
て
収
益
事
業
と
な
り
、
し
た
が
っ

て
宗
教
法
人
が
基
本
財
産
の
運
用
と
し
て
、
宗

教
法
人
法
第
六
条
第
二
項
に
基
ず
き
営
む
宅
地

貸
付
業
も
除
外
例
（
ニ
ホ
両
項
）
を
除
き
す
べ

て
課
税
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

　
法
人
税
法
第
七
条
は
収
益
事
業
以
外
の
所
得

に
つ
い
て
法
人
税
の
非
課
税
を
規
定
し
て
い
ま

す
。
昭
和
四
十
六
年
度
の
改
正
に
当
り
、
大
蔵

省
は
不
動
産
貸
付
業
に
つ
い
て
は
目
に
あ
ま

る
、
社
会
的
非
難
の
つ
よ
い
収
益
事
業
に
つ
い

て
新
た
に
列
挙
、
課
税
範
囲
に
入
れ
る
こ
と
を

検
討
す
る
旨
言
明
し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
前
記

宅
地
（
住
宅
用
地
）
貸
付
業
は
適
法
の
事
業
で

あ
り
ま
た
社
会
的
非
難
も
皆
無
で
あ
り
ま
す
。

　
原
則
と
し
て
非
課
税
の
公
益
法
人
等
の
所
得

に
つ
い
て
特
に
政
令
で
列
挙
し
て
収
益
事
業
と

す
る
の
で
す
か
ら
当
然
何
ら
か
の
基
涯
が
あ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
従
来
大
蔵
省
の
挙
げ

ら
れ
て
い
る
基
準
（
民
間
の
営
利
会
社
の
行
っ

て
い
る
収
益
事
業
と
同
等
ま
た
は
著
し
く
類
似

す
る
も
の
で
、
そ
れ
ら
と
競
合
し
、
圧
迫
若
し

く
は
圧
迫
の
早
れ
あ
る
も
の
の
み
を
止
む
を
得

ず
列
挙
し
て
課
税
対
象
と
す
る
）
に
照
合
し
て

も
、
前
記
宅
地
（
住
宅
用
地
）
貸
付
業
は
全
く

該
当
し
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
り
ま
す
。

　
以
上
の
理
由
に
よ
り
施
行
令
第
五
条
第
五
号

⇔
を
左
記
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
、
宗
教
法
人
が

基
本
財
産
の
運
用
と
し
て
宗
教
法
人
法
第
六
条

第
二
項
に
拠
っ
て
営
む
宅
地
（
住
宅
用
地
）
貸

付
業
を
除
外
例
に
含
め
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望

致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
記

　
宗
教
法
人
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
二

十
六
号
）
第
四
条
第
二
項
（
宗
教
法
人
の
定

義
）
に
規
定
す
る
宗
教
法
人
又
は
民
法
第
三
十

四
条
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人
が
行
う

に
対
す
る
回
答
も
な
い
た
め
、

で
は
独
自
の
立
場
か
ら
自
民
党
関
係
者
と
折
衝

を
重
ね
、
参
議
院
議
員
西
村
尚
治
氏
の
紹
介
を

得
て
、
去
る
九
月
十
二
日
、
自
民
党
税
制
調

査
会
に
お
い
て
要
望
書
の
内
容
等
陳
情
説
明
を

宅
地
（
住
宅
用
地
）
の
貸
付
業
及

び
墳
墓
地
の
貸
付
業
。

　
　
　
　
　
　
◇

　
こ
れ
よ
り
先
、
去
年
十
月
七
日

付
文
部
大
臣
宛
提
出
し
た
墳
墓
地

貸
付
業
に
関
す
る
質
問
状
（
全
仏

十
一
月
号
第
百
八
十
二
号
掲
載
）

　
　
　
　
　
　
　
全
日
本
仏
教
会

す
る
機
会
を
持
っ
た
。
説
明
に
は
全
仏
税
制
特

別
委
員
会
副
委
員
長
の
郡
司
博
道
氏
が
当
っ
た

が
、
制
約
さ
れ
た
短
い
時
間
内
で
十
二
分
の
説

朋
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め
、
事
前

に
新
間
組
織
局
長
、
岩
脇
部
長
と
打
合
せ
を
し

ポ
イ
ン
ト
だ
け
を
強
調
し
て
説
明
し
た
。

　
税
制
調
査
会
委
員
の
中
よ
り
“
マ
ン
シ
ョ
ン

・
ア
パ
ー
ト
等
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
住
宅
用

地
に
つ
い
て
の
課
税
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
”
と
の
質
問
等
あ
り
、
今
後
機
会
あ
る
毎
に

引
続
い
て
政
治
折
衝
を
重
ね
る
必
要
を
痛
感
し

た
。

謳

5

じ

　
タ
イ
国
バ
ン
コ
ク
市
に
、
か
ね
て
建
設
中
で

あ
っ
た
世
界
仏
教
徒
連
盟
（
W
F
B
）
の
新
本

部
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
さ
る
八
月
十
八
日
、

落
慶
式
が
行
わ
れ
た
。

　
落
慶
式
は
、
午
前
午
後
に
わ
た
っ
て
新
本
部

の
講
堂
で
行
わ
れ
、
タ
イ
国
僧
伽
最
高
位
の
法

師
ア
リ
ヤ
フ
ォ
ン
サ
ガ
タ
ヤ
ン
大
僧
正
以
下
二

十
三
か
国
の
僧
伽
、
W
F
B
会
長
プ
ー
ン
妃
殿

下
を
は
じ
め
各
国
W
F
B
代
表
、
そ
れ
に
各
国

大
使
が
列
席
し
て
、
厳
粛
な
る
読
経
、
タ
イ
国

皇
帝
の
式
辞
（
代
読
）
等
で
盛
大
で
あ
っ
た
。

日
本
支
部
の
全
仏
か
ら
は
、
理
事
中
山
理
々
師

贈
っ
た
阿
弥
陀
如
来
像
（
高
さ
四
十
セ
ン
チ
）

が
出
席
し
た
。

　
W
F
B
は
戦
後
間
も
な
い
昭
和
二
十
五
年
、

セ
イ
ロ
ン
国
の
山
間
都
市
で
あ
る
カ
ン
デ
ィ
市

に
あ
る
仏
歯
寺
で
発
会
し
た
も
の
で
あ
り
、
過

般
逝
去
さ
れ
た
マ
ラ
ラ
馬
蝿
ケ
ラ
博
士
が
特
に

そ
の
発
足
に
努
力
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
当
初
定
め
ら
れ
た
憲
章
に
よ
れ
ば
、
同
本
部

は
二
か
年
毎
に
加
盟
国
も
ち
ま
わ
り
に
な
っ
て

い
た
が
、
八
年
間
は
コ
ロ
ン
ボ
市
に
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
昭
和
三
十
四
年
に
バ
ン
コ
ク
市
で
開

か
れ
た
仏
教
徒
会
議
の
決
議
に
よ
っ
て
、
一
時

ビ
ル
マ
の
首
都
ラ
ン
グ
ン
市
に
移
さ
れ
た
。
昭

和
三
十
八
年
に
同
国
の
政
変
に
よ
っ
て
タ
イ
国

バ
ン
コ
ク
市
に
あ
る
タ
イ
国
仏
教
会
の
建
物
に

移
さ
れ
て
い
る
。
翌
年
の
イ
ン
ド
で
の
仏
教
徒

会
議
で
は
昭
和
四
十
三
年
ま
で
バ
ン
コ
ク
市
に

置
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
四
十
一

年
の
チ
ェ
ン
マ
イ
大
会
、
四
十
四
年
の
マ
レ
ー

シ
ア
大
会
で
、
同
本
部
は
恒
久
的
に
タ
イ
国
に

お
か
れ
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
。

｝
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仏
教
国
で
あ
る
タ
イ
国
政
府
は
、
バ
ン
コ
ク

市
内
で
も
特
に
高
級
住
宅
地
域
に
隣
接
し
、
広

い
道
路
に
面
す
る
現
在
地
を
同
連
盟
に
与
え
、

三
百
十
七
万
五
千
バ
ー
ツ
の
予
算
で
、
昨
秋
よ

り
建
築
に
取
り
か
か
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
落
成
し
た
本
部
は
、
モ
ダ
ン
な
鉄
筋
二
階
建

で
、
玄
関
を
入
る
と
広
い
ロ
ビ
ー
が
あ
り
、
壁

面
に
は
加
盟
W
F
B
支
部
名
が
掲
げ
ら
れ
、
落

つ
い
た
ム
ー
ド
で
あ
る
。

　
右
側
に
本
部
事
務
所
が
あ
り
、
十
名
瀬
の
職

員
が
執
務
し
て
い
る
。
一
階
の
奥
に
は
食
堂
兼

会
議
室
が
あ
り
、
そ
の
上
二
階
が
、
金
銅
仏
を

ス
テ
ー
ジ
に
安
置
し
た
椅
子
席
（
約
二
百
余
）

の
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
の
講
堂
に
な
っ
て
い
る
。

日
本
か
ら
贈
ら
れ
た
阿
弥
陀
如
来
像
は
こ
こ
に

安
置
さ
れ
る
。

全　　　　仏
第3種郵便物認可

　　　　　　第21回全日本仏教徒会議

　　　　　　池上本門寺大会決算書

　一金　　 8，900，000円　　 収フ
　一三　　8，623，720円　　収フ
　一金　　 8，900，000円　　 支目
　一二　　 8，623，720円　　 二二
　一一金　　　　　　　　0円　　　　収入1

高
高
高
高
高

算
三
舞
磁

予
決
予
仁
山

入
興
出
出
癖

収
収
支
支
収

’… c

池
上
本
門
寺
大
会
決
算
承
認
さ
れ
る

　
去
る
九
月
十
四
日
午
後
四
時
よ
り
、
全
農
事

務
局
に
お
い
て
監
査
会
が
開
か
れ
た
。
監
査
は

全
仏
、
二
仏
、
池
上
三
者
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
選
ば

れ
て
い
る
久
保
埜
太
清
、
北
川
有
光
、
石
川
存

静
三
氏
が
出
席
、
全
一
事
務
総
局
よ
り
麻
布
照

海
、
桜
井
大
乗
、
新
間
信
雄
、

東
仏
事
務
局
長
郡
司
博
道
、
池

上
本
門
寺
会
計
執
事
豊
田
台
網

各
氏
が
立
合
い
の
も
と
、
岩
脇

組
織
部
長
よ
り
収
入
支
出
決
算

説
明
が
な
さ
れ
た
。
本
大
会
の

当
初
予
算
は
七
百
五
万
円
で
あ

っ
た
が
、
第
二
、
第
三
次
補
正

予
算
を
組
み
八
百
九
十
万
円
の

対予　　額
項　　　　目 予算額 決算額 収　入

ｴ過額
収　入
｢済額

1．二仏拠出金 2，000，000 2，000，000 0 0

ユ重重鷺 1，100，000 1，100，000 0 0

　池上本門寺3．　分　担　金

2，000，000 2，000，000 0 0

4甕仏響璽 1，000，000 1，000，000 0 0

5・轟翻灘 1，700，000 1，328，720 371，280

6．大会参加費 1，050，000 1，089，000 39，000

7．雑　収　入 50，000 106，000 56，000

収　入合計 8，900，000 8，623，720 276，280

部の出血

予
算
を
も
っ
て
執
行
さ
れ
た
。
は
じ
め
予
定
し

て
い
な
か
っ
た
難
民
救
援
金
、
日
本
寺
完
成
祝

金
も
大
会
の
名
に
お
い
て
支
出
で
き
、
目
下
編

集
中
の
大
会
記
録
”
紀
要
作
成
費
”
に
つ
い
て

は
黒
麦
残
金
を
繰
入
れ
、
内
容
、
部
数
等
十
分

考
慮
し
て
作
る
よ
う
串
合
せ
、
仮
払
い
支
出
と

し
て
別
記
の
と
お
り
決
算
の
承
認
を
得
た
。

　
本
大
会
の
事
務
嘱
託
を
依
頼
し
、
会
計
担
当

を
お
願
い
し
て
い
た
故
福
井
清
俊
氏
が
大
会
寸

前
に
急
逝
さ
れ
た
こ
と
は
誠
に
遺
憾
で
あ
り
こ

こ
に
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
共
に
、
故

人
に
も
決
算
の
報
告
を
し
て
冥
福
を
祈
り
た

い
。

項　　　　　目 予算額 支出済額
○増　△減

ｬ用額
予不用額

付　　　　記

1．会　　議　　費 800，000 669，422 △　30，000 ユ00，578 6項へ流用

2．事　　務　　費 500，000 564，808 0　64，808 0 14項より流用

3．通　　信　　費 200，000 171，325 0 28，675

4．印　　刷　　費 300，000 201，750 △　90，000 8，250 12項へ流用

5．式　　典　　費 500，000 508，175 0　8，175 0 8項より流用

6．講師謝礼 150，000 180，000 030，000 0 1項より流用

7・記念品代 1β00，000 1，709，000 0409，000 0 18項より流用

8．貫　　状　　代 500，000 421，050 △　　8，175 70，775 5項へ流用

9・日：本寺寄付金 300，000 300，000 0 0

10．難民救援金 300，000 300，000 0 0

11．記念誌作成費 1，000，000 1，012，378 0　12，378 0 18項より流用

13．紀要作成費 500，000 706，337 0206，337 0 18項より116，337
S項より9万流用

13・中食弁当代 400，000 429，000 029，000 0 18項より流用

14・接　　待　　費 300，000 220，360 △　64，808 14，832 2項へ流用

15．レセプション代 500，000 499，500 500

16．宣　　伝　　費 200，000 360，000 0160，000 0 18項より流用

17．i維　　　　費 350，000 370，615 020，615 0 18項より流用

18・予　　備　　費 800，000 △747，330 52，670
7，11，12，13，16，

P7各項へ流用

合　　　　計 8，900，000 8，623，720 276，280
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　（1）

氏渓真

　
わ
れ
わ
れ
に

と
っ
て
一
番
大

切
な
も
の
と
い

え
ば
、
販
り
も

直
さ
ず
生
命
（

い
の
ち
）
で
あ

る
。
わ
れ
わ
れ
の
存
在
そ
の
も
の
が
生
命
と
不

離
の
関
係
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ

の
大
切
な
生
命
に
つ
い
て
わ
れ
わ
れ
は
一
体
ど

れ
だ
け
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
博
物
学
者
や
、
哲
学
者
は

当
時
の
知
識
を
綜
合
し
て
こ
の
問
題
を
真
剣
に

考
え
抜
い
た
し
、
多
く
の
宗
教
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
解
答
を
与
え
よ
う
と
努
力
し
て
き

た
。
現
代
の
分
子
生
物
学
者
た
ち
も
、
所
謂
シ

ス
テ
ム
工
学
の
方
式
で
関
係
の
あ
る
あ
ら
ゆ
る

学
問
と
協
力
し
て
、
実
験
的
知
見
を
基
礎
と
し

て
生
命
の
本
質
を
究
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

し
か
し
未
だ
明
確
で
、
統
一
的
な
解
答
を
得
て

は
い
な
い
。

　
生
命
と
は
正
に
定
義
す
る
こ
と
の
む
ず
か
し

い
不
思
議
な
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
生
命
に
つ

い
て
の
抽
象
母
体
が
異
れ
ば
、
当
然
そ
れ
か
ら

引
き
出
さ
れ
る
概
念
も
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。

真

渓

義

貫

科
学
が
研
究
対
象
と
し
て
い
る
の
は
実
は
生
物

で
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
、
屡
々
生
命
は
生
物
の

属
性
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
宗
教
や
哲
学
が
販

り
組
む
場
合
の
生
命
は
、
生
命
論
で
あ
っ
て
生

命
現
象
に
つ
い
て
の
解
明
と
は
言
え
な
い
場
合

が
多
い
。
し
た
が
っ
て
今
日
、
な
お
、
生
命
に

つ
い
て
は
研
究
は
さ
れ
て
い
る
が
、
定
義
は
さ

れ
て
は
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
い
や
、
生

命
を
認
諾
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
そ
の
本
質
が
益

々
判
ら
な
く
な
る
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
十
五
年
ほ
ど
前
に
、
モ
ス
ク
ワ
で
生

命
に
関
す
る
会
議
が
開
か
れ
た
際
、
ノ
ー
ベ
ル

化
学
質
受
誉
者
、
米
国
の
ポ
ー
リ
ン
グ
博
士

が
、
生
命
を
定
義
す
る
こ
と
よ
り
も
、
生
命
を

研
究
す
る
こ
と
の
方
が
や
さ
し
い
と
言
っ
た
の

は
、
ま
こ
と
に
昧
の
あ
る
言
葉
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
少
な
く
と
も
生
命
は
、
神
の
つ
く

り
な
せ
る
業
と
い
っ
た
よ
う
な
古
来
の
神
秘
論

は
順
次
崩
れ
去
っ
て
、
生
命
を
解
明
す
る
種
々

の
実
験
や
、
信
頼
で
き
る
素
材
が
漸
く
整
い
は

じ
め
た
現
代
に
お
い
て
、
そ
れ
は
冒
険
で
あ
っ

て
も
、
諸
々
の
事
業
や
理
論
を
綜
合
す
る
仕
事

に
思
い
切
っ
て
手
を
着
け
る
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
の
か
と
考
え
た
く
な
る
の
で
あ
る
。
生
命

に
関
す
る
科
学
的
研
究
の
分
野
で
は
、
既
に
こ

の
こ
と
が
は
じ
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
生

命
と
取
り
組
ん
で
き
た
宗
教
や
哲
学
と
、
こ
の

科
学
的
研
究
と
の
相
互
研
究
は
、
ま
だ
試
み
ら

れ
て
い
な
い
。
し
か
も
生
命
の
科
学
的
研
究
を

目
的
と
す
る
ラ
イ
フ
・
サ
イ
エ
ン
ス
と
い
う
学

問
も
僅
か
に
専
門
家
の
間
で
知
ら
れ
て
い
る
に

す
ぎ
な
い
昭
和
四
十
五
年
に
、
全
日
本
仏
教
会

と
国
際
仏
教
交
流
セ
ン
タ
ー
が
共
催
し
て
「
生

命
科
学
と
仏
教
」
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す

る
企
画
を
覧
て
た
の
で
あ
る
。

　
分
子
生
物
学
を
中
心
と
す
る
生
命
科
学
が
よ

う
や
く
他
の
科
学
部
門
と
の
接
触
を
は
じ
め
た

ば
か
り
の
時
代
に
、
仏
教
が
こ
の
生
命
科
学
と

対
面
し
よ
う
と
言
う
の
だ
か
ら
、
果
し
て
接
点

が
見
出
せ
る
の
か
と
い
う
疑
問
を
持
つ
人
の
多

か
っ
た
こ
と
は
無
理
も
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
し

か
し
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
わ
れ
わ
れ
が
敢
て

こ
の
企
画
の
実
施
に
踏
み
切
っ
た
の
は
、
生
命

の
起
源
や
生
命
現
象
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
順
次
解

明
さ
れ
、
生
命
の
合
成
さ
え
も
可
能
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
き
た
現
代
に
お
い
て
、
生
命
は

「
神
の
作
り
出
さ
れ
る
業
」
と
い
う
概
念
は
別

と
し
て
も
、
仏
教
は
こ
れ
ら
科
学
の
メ
ス
に
よ

っ
て
明
か
に
さ
れ
る
事
実
を
学
習
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
仏
教
の
生
命
観
に
新
た
な
展
開
を
図

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
一
方
、
生
命
科
学
の

中
途
半
端
な
研
究
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

生
命
の
尊
厳
を
冒
す
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
た
め
に
、
仏
教
が
何
等
か
の
寄
与
を
す
べ
き

で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
生
命
科
学
に

も
哲
学
的
基
礎
が
確
立
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

言
う
な
ら
ば
、
満
満
パ
イ
オ
ロ
ジ
ー
の
開
発
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
第
一
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
生
命
科
学

の
第
一
人
者
、
江
上
不
二
夫
博
士
か
ら
生
命
科

学
の
A
B
C
を
学
習
し
、
仏
教
学
界
か
ら
西
義

雄
博
士
の
仏
教
の
生
命
観
を
聴
き
、
ま
た
、
千

谷
七
郎
博
士
か
ら
人
間
が
他
の
生
物
と
区
別
さ

れ
る
一
つ
の
相
違
点
で
あ
る
意
識
の
問
題
か
ら

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
第
二
段
階
へ
移
る
序
論

を
担
当
し
て
貰
っ
た
。

　
第
二
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
人
間
の
精

神
活
動
に
つ
い
て
、
生
物
学
者
と
し
て
の
見
解

を
若
林
勲
博
士
か
ら
、
ま
た
、
仏
教
学
の
立
場

か
ら
玉
城
康
四
郎
博
士
か
ら
見
解
を
聴
巻
、
あ

る
生
物
種
に
つ
い
て
得
ら
れ
た
生
命
科
学
の
研

究
結
果
が
人
間
へ
の
適
用
の
可
能
性
と
限
界
、

人
間
を
他
の
動
物
か
ら
著
し
く
区
別
し
て
い
る

精
神
活
動
に
つ
い
て
、
仏
教
側
か
ら
も
か
な
り

多
く
の
問
題
を
提
起
し
た
。

　
第
三
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
生
物
の
化

学
的
一
様
性
か
ら
百
っ
て
人
間
も
ま
た
、
生
物

の
一
般
的
法
則
に
支
配
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
る

が
、
一
般
生
物
の
進
化
と
人
間
の
そ
れ
と
の
間

に
は
大
き
な
相
違
が
あ
り
、
人
間
に
は
生
物
学

的
進
化
の
他
に
身
体
外
に
打
ち
建
て
た
第
二
の

情
報
誌
、
即
ち
文
化
に
よ
る
進
化
が
あ
る
が
、

こ
の
人
間
が
作
り
出
し
た
第
二
の
遺
伝
情
報
が

果
し
て
人
間
の
未
来
に
栄
光
を
も
た
ら
す
も
の

で
あ
る
か
ど
う
か
。
こ
の
解
決
の
た
め
に
今
一

度
、
生
物
と
し
て
の
人
間
と
い
う
原
点
に
返
っ

て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
野

田
春
彦
博
士
を
煩
わ
し
て
「
生
物
と
し
て
の
人

間
の
本
性
」
を
、
ま
た
、
宮
本
正
尊
博
士
か
ら

仏
教
は
人
間
の
本
性
を
ど
う
観
る
の
か
を
論
じ
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，
　
　
砲
．
・

　
　
て
貰
っ
た
。

田
　
　
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
三
回
に
わ
た
る
シ
ン
ポ
ジ

帽
ウ
ム
で
、
生
命
と
は
何
か
の
全
貌
が
明
か
に
な

坦
　
つ
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
自
然
科
学
者
間

郡
だ
け
の
研
究
に
は
見
ら
れ
な
い
人
間
性
を
忠

昭
と
し
た
ソ
フ
ト
サ
イ
エ
ン
ス
的
な
ム
ー
ド
の
中

　
　
で
、
生
命
に
関
す
る
多
く
の
問
題
が
提
起
さ
れ

　
　
た
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。

　
　
　
生
命
は
決
し
て
神
の
つ
く
り
な
せ
る
業
で
は

　
　
な
い
こ
と
は
明
か
で
あ
る
が
、
一
方
、
無
生
物

　
　
か
ら
生
物
が
で
き
る
こ
と
も
絶
対
に
あ
り
得
な

　
　
い
こ
と
は
実
験
的
に
も
明
か
で
あ
る
。
即
ち
一

　
　
八
二
二
一
一
八
九
五
年
の
間
に
行
っ
た
ル
イ
・

　
　
バ
ス
ト
ウ
ー
ル
の
実
験
に
よ
っ
て
、
細
菌
と
錐

　
　
も
そ
の
生
命
は
決
し
て
自
然
に
発
生
し
な
い
こ

　
　
と
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
し
か

　
　
し
二
十
世
紀
に
な
っ
て
電
子
顕
微
鏡
が
発
明
さ

　
　
れ
、
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
細
菌
以
下
の
生
命
形
態

　
　
が
知
ら
れ
る
に
至
り
、
そ
の
化
学
的
な
本
性
が

　
　
単
一
分
子
を
主
成
分
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
い

　
　
う
こ
と
が
わ
か
る
と
、
そ
の
物
質
は
人
工
的
に

　
　
合
成
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
考
え
が
起

　
　
　
っ
て
く
る
。
し
か
も
、
こ
の
種
の
研
究
は
急
速

　
　
　
に
進
み
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
生
命
の
合
成
す

　
　
　
ら
可
能
で
あ
る
と
い
う
見
通
し
す
ら
つ
い
て
き

　
　
　
た
今
日
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
同
じ
生
命
と
い

　
　
　
っ
て
も
ウ
イ
ル
ス
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
生
命
概

仏
繁
難
鱗
薩
麺
譲

　
便
物
個
体
の
な
か
に
で
も
、
色
々
の
生
命
が
あ
る

観
一
九
五
一
年
に
死
ん
だ
米
国
の
婦
人
ヘ
レ
ン
・

全
螂
レ
イ
ク
の
ガ
ン
細
胞
は
、
二
＋
余
年
も
経
っ
た

　
　
　
今
日
、
な
お
生
き
続
け
て
い
る
こ
と
は
有
名
な

事
実
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
今

日
ま
で
考
え
て
来
た
生
命
概
念
も
今
後
大
き
く

変
ら
ぎ
る
を
得
な
い
。
人
間
を
母
体
と
す
る
生

命
概
念
、
ウ
ィ
ル
ス
か
ら
引
き
出
し
た
生
命
概

念
そ
し
て
個
体
の
諸
々
の
生
命
、
こ
れ
ら
を
共

通
根
と
す
る
新
し
い
生
命
観
の
確
立
こ
そ
仏
教

に
と
っ
て
も
、
自
然
科
学
側
に
と
っ
て
も
重
要

な
事
項
と
な
ら
ぎ
る
を
得
な
い
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
三
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
お
い
て
、
普
通
一
般
に
い
う
生
命
と
は
、
個

体
の
生
命
の
こ
と
で
あ
り
、
生
物
学
的
に
は
個

体
一
器
官
一
組
織
－
細
胞
な
ど
、
生
物
体
の
構

成
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
お
い
て
生
命
と
い
う

も
の
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
学
習
し
た
。

　
そ
し
て
、
細
胞
と
い
う
も
の
が
、
生
物
体
の

構
造
上
の
単
位
で
あ
る
と
い
う
所
謂
細
胞
学
説

は
、
生
物
の
す
べ
て
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
明

か
に
な
り
、
生
命
を
考
え
る
場
合
、
細
胞
と
い

う
単
位
を
基
礎
と
し
て
出
発
す
る
こ
と
が
、
一

番
生
命
研
究
の
上
で
好
都
合
で
あ
る
。
つ
ま
り

生
命
の
特
質
は
、
細
胞
レ
ベ
ル
で
見
る
こ
と
に

よ
っ
て
成
立
す
る
と
い
う
現
代
の
研
究
態
度
は

確
か
に
当
を
得
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
し

か
し
、
生
命
の
ひ
と
つ
づ
き
の
長
さ
と
い
う
こ

と
に
な
る
と
全
く
問
題
は
別
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、
人
間
の
場
合
、
体
内
で
の
消
耗
品
と
し
て

の
細
胞
も
あ
り
、
も
は
や
補
充
の
つ
か
な
い
脳

や
脊
髄
の
神
経
細
胞
の
よ
う
な
も
の
も
あ
る
。

こ
う
し
て
見
る
と
、
わ
れ
わ
れ
の
個
体
の
生
命

は
、
わ
れ
わ
れ
を
形
成
し
て
い
る
部
分
の
生
命

の
総
和
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
生
命
の
神
秘

と
い
う
言
葉
は
使
い
た
く
な
い
に
し
て
も
、
生

命
の
本
質
に
は
、
宇
宙
現
象
自
体
の
本
質
、
物

質
－
宇
宙
－
生
命
一
意
識
な
ど
を
貫
い
て
流
れ

る
現
象
展
開
の
法
則
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
た
く
な
る
の
で
あ
る
。
こ

の
問
題
を
こ
そ
、
科
学
的
に
も
仏
教
哲
学
的
に

も
解
明
す
る
こ
と
が
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

目
的
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
下
、
稿

を
追
っ
て
学
習
し
得
た
、
そ
し
て
提
起
さ
れ
た

問
題
に
つ
い
て
の
べ
て
行
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
仏
文
化
専
門
委
員
）

義
響
轟
攣
墨
馨
轟
一
轟
鷲
帽
轟
碧
き
豊
玉
登
．
轟
目
撃
￥
臼
蓋
轟
M
三
三
曇
三
夏
垂
轟
轟
厳
重
鋒
、
蔓
叢
書
訴
言
難
＾
薩
審
轟
甘
愈
・
＾
鷲
g
菖
馨
7
・
轟
．
轟
》
轟
ぎ
轟
7
轟
開
轟
難
読
轟
叢
．
昏
．
縫
冒
轟
．
轟
冒
重
り

天
台
宗
、
ハ
ワ
イ
に
別
院

　
　
　
　
　
　
来
月
2
5
日
入
仏
法
要

入
仏
法
要
が
来
る
十
一
月
二
十
五
日
に
、

座
主
親
修
の
も
と
盛
大
に
挙
行
さ
れ
る
。 海

外
布

教
伝
道
に

お
い
て
他

宗
派
に
立

ち
遅
れ
て

い
た
天
台

宗
は
、
こ

の
ほ
ど
ハ

ワ
イ
に
進

出
「
天
台

宗
ハ
ワ
イ

別
院
」
の

開
教
式
・

　
　
天
台

　
天
台
宗
で
は
、
戦
前
ハ
ワ
イ
に
布
教
所
を
設

け
、
開
教
に
努
力
し
て
い
た
経
緯
も
あ
る
が
、

昨
年
、
ハ
ワ
イ
在
住
の
篤
志
家
の
あ
い
だ
が
ら

別
院
設
立
の
企
画
が
も
ち
あ
が
り
、
宗
門
も
調

査
団
を
派
遣
し
、
着
々
準
備
を
す
す
め
て
き
た

が
、
宗
議
会
に
お
け
る
海
外
伝
道
規
約
の
承
認

も
得
て
、
用
地
・
建
物
の
取
得
な
っ
て
、
い
よ

い
よ
開
教
式
を
厳
修
す
る
運
び
に
至
っ
た
も
の

で
あ
る
。
　
（
写
真
は
そ
の
別
院
）

　
別
院
の
所
在
は
、
ホ
ノ
ル
ル
市
ヌ
ア
ヌ
街
ジ

ャ
ク
レ
ー
ン
で
、
ワ
イ
キ
キ
か
ら
車
で
約
十
五

分
、
閑
静
な
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
境
内
は
約
千
五
百
坪
、
建
物
は
ア
メ
リ
カ
の

名
門
旧
キ
ャ
ツ
ス
ル
家
住
居
で
約
百
八
十
坪
、

そ
の
書
斎
を
本
堂
に
あ
て
、
そ
の
ま
ま
別
院
と

し
て
使
用
で
き
る
機
能
を
も
っ
て
い
る
。
本
尊

は
日
光
輪
王
寺
か
ら
薬
師
如
来
像
が
、
ま
た
仏

具
一
式
は
延
暦
寺
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
る
。

初
代
開
教
師
に
は
、
下
冷
了
師
（
仙
台
市
・
大

福
寺
）
が
任
命
さ
れ
、
す
で
に
九
月
七
日
に
赴

任
し
た
。

　
こ
の
ハ
ワ
イ
別
院
開
教
を
機
に
、
さ
る
九
月

六
日
、
天
台
宗
海
外
伝
道
事
業
団
の
設
立
総
会

が
開
か
れ
、
団
則
、
役
員
等
を
決
め
て
正
式
に

発
足
し
た
。
理
事
長
に
は
今
春
聴
師
が
就
任

し
、
総
裁
に
菅
原
栄
海
座
主
を
推
戴
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
事
業
団
で
は
初
仕
事
と
し
て
、

十
一
月
二
十
五
日
の
開
教
式
・
入
仏
法
要
に
参

列
す
る
「
開
智
記
念
参
拝
団
」
　
（
天
台
ツ
ア

ー
）
の
派
遣
を
計
画
し
、
現
在
そ
の
団
参
者
を

募
集
し
て
い
る
。

　
十
一
月
二
十
三
日
～
二
十
八
日
の
四
泊
六
日

で
、
費
用
は
十
三
万
九
千
円
。
定
員
百
名
。
申

込
締
切
十
月
十
日
。
問
合
わ
せ
窓
口
は
、
同
事

業
団
（
東
京
都
港
区
新
橋
三
一
三
一
九
阪
急
交

通
社
ビ
ル
）
電
話
〇
三
（
五
〇
三
）
七
三
〇
八
。

『5一
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豊
山
声
明
が
欧
米
公
演

一
行
十
八
名
、
四
十
日
間

　
真
言
宗
豊
山
派
の
「
声
明
欧
米
公
演
団
」
が

さ
る
九
月
十
五
日
、
羽
田
を
あ
と
に
、
欧
米
各

地
で
四
十
日
間
の
公
演
の
旅
に
発
っ
た
。

　
こ
れ
は
国
立
劇
場
と
財
団
法
人
国
際
文
化
交

流
基
金
（
今
日
出
海
理
事
長
）
が
「
日
本
の
伝

統
音
楽
と
前
衛
音
楽
一
九
七
三
」
，
と
称
す
る
日

本
の
音
楽
の
海
外
紹
介
を
企
画
、
そ
の
伝
統
音

楽
グ
ル
ー
プ
の
受
持
ち
に
豊
山
派
が
招
か
れ
た

も
の
で
、
宗
派
と
し
て
も
全
面
的
に
応
援
、
築

山
総
長
を
団
長
と
し
て
公
演
団
を
結
成
し
た
。

　
公
演
団
一
行
は
、
同
派
声
明
の
大
家
・
青
木

融
光
師
を
は
じ
め
、
声
明
の
学
術
的
な
紹
介
を

行
う
た
め
同
行
す
る
勝
又
俊
教
大
正
大
教
授
を

含
め
総
勢
十
八
名
で
、
か
つ
て
国
立
劇
場
の
こ

け
ら
落
し
に
好
評
を
博
し
た
「
大
般
若
転
読

会
」
を
さ
ら
に
研
讃
を
重
ね
、
テ
ヘ
ラ
ン
で
の

芸
術
祭
参
加
公
演
を
皮
切
り
に
、
ベ
ル
リ
ン
、

ロ
ー
マ
、
パ
リ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
オ
タ
ワ
等

欧
米
各
地
を
公
演
し
て
、
十
月
二
十
九
日
帰
国

す
る
予
定
で
あ
る
。

榊
昭
和
四
＋
九
年
版

榊
手
帳
L
窪
記
器
に
て
発
行
致
し
ま
す

㎜
部
数
に
限
り
が
O
ざ
い
ま
す
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
注

帥
文
は
お
早
め
に
お
願
い
致
し
ま
す
・

昭
和
四
十
八
年
十
月
一
日
発
行

　
　
　
　
第
一
九
一
号

＋
月
号

…。

又
~
総
昼
錘
事
パ
源
毬
，
…

四
日
　
　
大
会
紀
要
打
合

六
日
　
　
日
宗
連
理
事
会
出
席

十
日
　
　
駐
ネ
パ
ー
ル
小
林
大
使
送
別
会
出
席

十
一
日
ネ
パ
ー
ル
外
務
政
務
次
官
歓
迎
会

十
二
日
　
自
民
党
税
制
調
査
会
出
席

十
四
日
局
内
会
議

〃

十
五
日

全
尊
大
会
決
算
監
査
会

本
願
寺
伊
藤
哲
雄
輪
番
（
全
仏
常
務

理
事
）
本
葬
参
列

十
七
日
和
宗
、
妙
心
寺
、
醍
醐
寺
を
訪
問

十
九
日
　
浅
草
寺
、
中
村
元
氏
を
訪
問

二
十
日
～
二
十
六
日
　
秋
期
彼
岸

二
十
六
日
　
前
進
座
河
原
崎
長
十
郎
氏
来
局

〃内
　
容

申出定
込来
先日価

繍
薮

セ
イ
ロ
ン
・
バ
ン
ダ
ラ
ナ
イ
ケ
首

相
夫
君
追
悼
式
に
出
席

三
帰
依
文
、
四
四
誓
願
、
宗
一

門
聖
日
、
宗
派
・
都
道
府
県
照

臨
難
語
四
二

講
四
坐
鷺
他
聞

蔚
山
回
繭
区
西
肇
L

五
三
窺
郵
局
榊

鵬
布
血
止
発
行
所

インド日本寺落慶法要団の申込み
ド昭和49年度イン

　本年12月1日から15日まで、インドのブダガヤ

で行われるインド日本寺落成慶讃法要仏跡参拝団

15団体は、3日出発12月16日帰国の法要団を除い

て、全部満員となりました。

　12月3日出発の法要団参加O希望の方は、至急

千代田トラベルまでお申込み下さい。

参加費用　320，000円

仏跡カレンダー

○美しいカラー印刷による四大仏跡、王

　舎城、祇園精舎等

〇六曜付

国際旅行業協会会員
運輸大臣登録一般第154号

○一部1，㎜円（送料込み）

訟社多1誹レラペ

○申込方法311，月15日までお葉書にてお

　　　　　　申込み下さい。

東京都港区南青山5丁目6番20号（千成ビル）

電話407－3612（代）・400－5100郵便番号107

○申込先：株式会社千代田トラベル事業

　　　　　部

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

東
京
都
台
東
区
西
浅
草
一
ノ
五
ノ
五
（
東
京
本
願
寺
内
）

　
話
　
三
（
八
四
二
）
、
三
四
一
～
三

一
6鞠

一礁一r


